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講座番号 開 講 日 令和５（2023）年 ８月８日（火） 定 員 研 講義 ○

講 座 名 学校に地域の力を活かすために（ＣＳ）
２０名 修 実技

半日受講 形 演習 ○

集合場所 十勝教育研修センター 否 態 協議

日 程 講 座 内 容 使用室名 担当講師

9:45 【開講式】

10:00 (1) オリエンテーション 講 堂 皆川 敬太

(2) コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 （十勝教育局）

に向けて

・説明 田尾 和祐

（十勝教育局）

11:00 (3) モデルケースの紹介

・説明、演習

12:30

《昼食・休憩》

13:30 (4) オリエンテーション

13:35 (5) 熟議体験 講 堂 皆川 敬太

・熟議のテーマに関する説明 （十勝教育局）

・個人による課題の検討

・テーマに対する課題の共有 田尾 和祐

・課題解決のためのアイディア出しとグループ、全体共有 （十勝教育局）

15:30 (6) 持続可能な体制構築に向けて

・自己診断ツールの紹介

16:00

・学校経営計画
留

・参加対象は学校職員のほか、教育委員会職員

持 ・「総合的な学習の時間」年間指導計画
意

や地域学校協働活動推進員などとします。

ち ・昼食（外出可）、飲み物
事

・管理職のほか、教諭や事務職員など学校職員

物
項

にも是非受講していただきたいです。

第19期事業実施計画における研修内容

○学校と地域が協働して進める教育活動 a 教職に必要な素養 ○
○熟議を進めるための手法 関
○コミュニティ・スクールの意義と有用性 連 b 学習指導

す c 生徒指導 ○
る

指 d 特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応

標 e ＩＣＴや情報・教育データの利活関連付け

＊コミュニティ・スクールの概要及び地域学校協働活動
との一体的推進によるＰＤＣＡサイクルの確立に向け
たポイントを紹介します。

＊形式的な会議から本音で対話できる熟議にするための
ポイントを学びます。

＊全国で展開されているコミュニティ・スクールの事例
から見える課題を自分事としてとらえ、改善策を考え
ます。

＊ＣＳポートフォリオを活用して、コミュニティ・スク
ールの運営状態や成果を可視化し、今後の学校運営や
地域学校協働活動の改善につながるツールを紹介しま
す。


